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スマート施設植物生産システムの構築

●研究概要

温室、ハウス、植物工場などの、高度植物生産について、
主に工学的な立場から研究開発を推進しています。特に気
象環境計測制御、養液栽培による成育促進、ICT利用によ
る意思決定支援システム等を重点的に研究しています。
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図1. ユビキタス環境制御システムの概要

・ICT導入によるスマート施設植物生産の達成
施設植物生産では、施設内部の生産環境を適切に制御して生産性
や品質を著しく向上させることが可能である。環境制御を適切かつ省
エネルギ的に実現するためにコンピュータを用いた環境制御システム
の導入が重要である。しかし、既存のシステムは性能が低く、価格が
高すぎる問題があった。そこで、施設内の各機器に低コスト小型組込コ
ンピュータを内蔵して、自律分散型のユビキタス環境制御システム
(UECS、ウエックス)を開発した(図1、論文1)。

UECSでは、各機器が情報交換する規格をオープン化し、研究機関の

研究開発、企業の製品開発に容易に利用できるようにしたことで、研
究会、企業コンソーシアムが結成され、施設環境制御通信のスタン
ダード規約として参画組織が広がっている(URL1)。これに基づいて開発

された機器は、製造会社、機種の区別なく接続可能であり、協調して植
物生産の環境計測制御を行うことが可能になった。

中小規模の植物生産施設にUECSを導入可能にし、ICTによる生産性

の向上を図るため、低コストオープンソースハードウェアのコンピュータ
基板、MEMS等の新技術を導入した高性能低コストセンサの導入等を
目指した、スマート施設園芸研究プロジェクトを推進している(図2、著書
1, 2、URL2)。この研究により2021年度日本農業工学会賞を受賞した。

・高度植物生産の実用化・普及のための各種技術の研究開発
植物を、大量・高品質に生産するための植物生産施設である温室・ハ
ウス・植物工場に関する各種高度植物生産技術に関する研究開発を実
施している。具体的には、各種の施設内気象制御機器、養液栽培機器、
栽培自動化機器、生産管理機器等に関するものを主な対象としている。

これらの技術を応用した家庭用低コスト植物工場(図3、論文2)、細霧
冷房制御装置、補光制御装置、分散型培養液管理装置、植物移動装
置などを開発している。
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図2. UECS研究プロジェクトの成果ページ

図3. 小型植物工場でのアオジソの栽培試験


